
 

 我が国には文化財としての価値が高い煉瓦造建築物が多く残されています。しかし、その多くは

耐震性が低く、地震時に損傷・倒壊する恐れがあります。平成７年の阪神・淡路大震災や平成２３

年の東日本大震災においても、歴史的に貴重な煉瓦造建築物が被害を受けました。 

 これらの歴史的煉瓦造建築物を末永く保存するためには、意匠性を保持しつつ、耐震性を高める

補強が必要です。 

 アラミドロッド挿入目地置換補強工法は、既存の煉瓦造建築物の目地に高強度・高耐久性のアラ

ミドロッドを埋め込み、目地の一部を補強目地材で置換することによって、外観を変えることな

く、煉瓦壁の面外曲げ強度および靭性を高める特許工法です。 

 

 既存の煉瓦目地を切削し、目地内にφ３ｍｍのアラミドロッドを挿入した後、切削した部分を新しい目地材に

交換します。アラミドロッドは普通鋼材に比べて５倍以上の引張強度を有しており、横目地に直線ロッド、縦目

地にコの字形のロッドを挿入することで、煉瓦壁体の耐震性が向上します。 

概  要 

横目地用アラミドロッド（直線材） 

置換目地モルタル 煉瓦目地へのアラミドロッド設置例 

目地筋に用いるアラミドロッド 

既存目地を切削 切削した目地にアラミドロッドを挿入 置換目地モルタルにて埋戻し 

目地内にアラミドロッドを挿入 

置換目地モルタルで埋戻し 
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・目地部分のみの施工のため、煉瓦壁の意匠性に影響を与えません。 

・軽量な補強材を用いるため、補強後の重量増加がありません。 

・ひび割れ発生後もアラミドロッドにより煉瓦壁の崩壊を防止します。 

・本工法の施工については、煉瓦造耐震補強研究会の会員による責任 

 施工により実施致します。 

特  長 

 

・無補強の煉瓦造壁体は変形性能が低く、ひび割れ発生とともに脆性的に崩壊してしまいます。 

・�-^ƚĂƌ工法で補強することで、ひび割れ後も一定の耐力を保持することができ、変形性能を向上させることが 

 できます。 

性能確認試験 

煉瓦造耐震補強研究会 
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目地切削部にアラミドロッドを挿入 

面外曲げ（水平方向）の荷重－たわみ関係 

対角せん断実験 面内曲げ試験 

アラミドロッドを挿入 置換目地モルタルで埋戻

面外曲げ試験 

≪問い合わせ先≫ 

�-^ƚĂƌ工法で補強 

補強なし 


